
医療従事者等
〈約４.1万人〉

６５歳以上の方
〈約３６万人〉

接種開始
3/5～

配
分
計
画

第１～第４クール 第５クール 第６クール〈基本枠〉 第７クール〈〃〉 第８ｸｰﾙ〈〃〉【終了】

4/8～

計 101箱 49,237人分

累計 49,237人分

5/12～

220箱 128,700人分

累計 177,937人分

5/24・31の週

108箱 63,180人分

累計 241,117人分

6/7・14の週

110箱 64,350人分

累計 305,467人分

6/21・28の週

107箱 62,595人分

合計 368,062人分

配
分
計
画

第１弾 第２弾 第３弾 第４弾【終了】

3/4～

20箱 9,750人分

累計 9,750人分

3/24～

8箱 3,900人分

累計 13,650人分

4/14～

40箱 23,400人分

累計 37,050人分

5/13～

8箱 4,680人分

合計 41,730人分

接種開始
4/12～

県内の接種実績
(６／９時点)

１回目接種済
４１，４４０人

（１００．６％）
２回目接種済

３６，６５２人
（８９．０％）

県内の接種実績
(６／９時点)

１回目接種済
１２１，４５８人
（３３．９％）

２回目接種済
２０，７２１人
（５．８％）

上記以外の対象者の実施状況 【高齢者施設従事者】１回目済：8,235人、２回目済：2,600人
【基礎疾患保有者】 １回目済： 148人、２回目済： 38人

※接種実績は「ワクチン接種円滑化システム(V-SYS)」登録数による

7/末まで
接種完了の見通し

６４歳以下の方
〈約５８万人〉

新型コロナワクチンの県内配分・接種の状況

〈政府〉接種対象となる国民全員分を９月までに配分する目途が立ったと説明
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企業等による
『職域接種』

新型コロナワクチン接種の重層化

■ 新たな政府方針

□ ６５歳以上の方へのワクチン接種から次の接種順位への移行については、一定の完了を見通せた市

町村から、各自治体の判断で順次、基礎疾患を有する方等を含めて、広く一般の方にも接種を開始す

ることとする。

□ ワクチン接種の加速化を図るため、県による大規模接種のほか、企業や大学等において、職域単位

でのワクチン接種を可能とすることとする。

☞ 本県としても、重層的な接種機会の創出に取り組み、県内のワクチン接種を加速させる必要がある。

補完・支援・協力

県による

『大規模接種』

企業等による

『職域接種』

市町村による
「集団接種」
「個別接種」

※ 接種券が届く前でも接種可能

例）岩手県、埼玉県、群馬県、福井県など

大学を活用

した接種
重層的な接種機会の創出
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企業等による「職域接種」

◇ 接種の加速化を図るため、賛同する企業や大学等において、職域単位での接種が可能。

◇ ただし、医師・看護師等の医療職、会場運営のスタッフ等の必要な人員は、自ら確保。

◇ 最低２，０００回（１，０００人×２回接種）程度の接種を行うことが基本。
企
業
や
大
学
等

市町村の接種事業に影響がないか等を確認

※ 左記の基本パターン

（１企業等が単独で実施）のほか、

・ 中小企業が共同で実施

・ 企業が下請け企業など取引先を

含めて実施

・ 大学で学生に接種 など、

柔軟な実施形態が容認されている。

申請（Webフォーム） ※6/8(火)申請受付開始

政府･県(共有)

受理 政 府

ワクチン、冷凍庫、

注射器などを提供

（省庁毎窓口を設置、ワクチン発注等の支援業務も実施）

※6/21にも接種開始

〈県の相談窓口〉 新型コロナワクチン接種総合企画課 023(630)2219、2494
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県による「大規模接種」事業の実施検討案

県民の命と健康を守るため、ひいては、県内経済の早期の回復につながるよう、県内のワクチン接種を

さらに加速させる必要があることから、県が設置主体となる「大規模接種事業」を実施する。

実施体制として、県病院事業局をはじめ、山形大学医学部、県医師会、県立保健医療大学、県看護協会、

県薬剤師会などの関係機関による『オール山形』体制を構築する。

【県による大規模接種事業の基本的考え方】

❶ 会 場 山形県庁（予定）

➋ 開 始 令和３年８月から、終期は調整中

土曜日・日曜日

➌ 対 象 １８歳から６４歳までの県民 ※モデルナ社ワクチンのため18歳以上

（県内すべての市町村の方が対象）

➍ 規 模 １日当たり、１，０００人程度を目標

７月上旬を目途に、事業内容を確定し、県民に公表
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